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小規模多機能型居宅介護
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Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

一人一人が役割をもち、自分らしくいきいきと笑顔で過ごしていただけるよう、心地
よい家づくりに取り組んでいます。設備面では、体が不自由になられても、安心して
入浴していただけるよう各階に機械浴を設置しています。又、地域との交流を大切に
自治会で開催している納涼祭や、運動会、どんと焼きなどに参加し楽しんでいただい
ています。

Ⅴ アウトカム項目

■

 1 ～ 14

定員　計

事業所は、ＪＲ横浜線相模原駅南口からバスで１１分、「光が丘小学校前」バス停
下車１分の所にあります。建物は鉄筋コンクリート造り３階建てのグループホーム
で、その２、３階部分を使用しています。１階は同一法人が運営する「小規模多機
能型居宅介護事業所 アゼリア」を併設しています。
＜優れている点＞
開設後１年半の新しい事業所です。管理者、職員が一体となって理念を実践し、地
域との繋がりを大事にし、利用者、家族との信頼関係の構築、家庭的な雰囲気づく
りに取り組み、より良い「グループホーム　あいしま相模原」を全員で作り上げて
いく気構えでいます。医療連携体制を取り、職員には看護師がいることから点滴対
応もでき、医療と介護の連携、職員のコミュニケーションとチームワークが充実し
たホームになっており、利用者は健康で安心した生活を送ることが出来ます。医
師、薬局管理の常備薬を施錠庫に保管し在庫管理と使用記録簿に記録しています。
夜間、休日などは電話による医師の指示で早期に適切な対応で安心安全な服薬ケア
を行っています。
＜工夫点＞
浴室は広く併設された機械浴室、個浴室に加えトイレが内部に設置され、衛生面の
配慮と自然な生理現象に迅速に対応できる工夫をしています。トイレの便座には背
もたれ転倒防止の腕置きを設置し安全に使用出来るようにしています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム　あいしま相模原

 ユニット名 つくし
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グループホームあいしま相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自治会での祭りや運動会などの行事へ
の参加させていただき、餅つきや踊り
を一緒に踊ったり関わりをもっていま
す。又、日々の散歩等を通し、挨拶を
欠かさず交わし、季節や花々の話をす
るなど、地域の皆様と日常的に交流が
持てるよう支援している。

自治会への加入には至っていません
が、自治会行事には積極的に参加する
と共に、日々の散歩などを通じ地域と
交流をしています。民生委員や運営推
進会議、地域の掲示板などから地域情
報を得ています。地域の人々のホーム
見学や相談を受け入れています。

２ヶ月に１度の運営推進会議では、介
護状況の報告を行うともに、地域の情
報を聞かせていただいたり、地域の
方々やご家族様、ご利用者様からの要
望を伺いサービスの向上に努めていま
す。

運営推進会議は開設以来定期的に開催
しています。ホームの状況報告の後、
要望や助言があり、質疑応答が行われ
ています。最近では、災害時の非常食
の備蓄や地域の防災訓練への参加、食
中毒や感染症への対応などが話し合わ
れ、運営に活かしています。

婦人会のホーム見学など、サービス利
用の是非に関わらず、随時地域の方々
の見学や相談を行っています。又、運
営推進会議を通し、自治会や地域の
方々に入居者様の事を知っていただけ
るよう努めています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

ホームの理念を共有し意識付けをして
いく為に、入職時でのオリエンテー
ションの際に説明を行ったり、日課で
あるラジオ体操の後に利用者様と一緒
に唱和しています。又、職員の目の触
れるように玄関、事務所内に掲示して
います。

ホームの開設時に職員と共に作り上げ
た理念をカンファレンスで確認すると
共に、事務所や玄関、エレベーター
ホールに掲示し、共有しています。新
人には入社時のオリエンテーションで
理解を得ています。毎朝、利用者との
体操の後に理念を唱和しています。

相模原市のグループホーム連絡会や相
模原市医療・福祉交流会へ積極的に参
加し、情報の共有や意見交換を行い、
協力関係が築けるよう努めています。

市の高齢福祉課、生活保護課とは必要
に応じ連絡を取り、相談や助言を得る
ようにしています。グループホーム連
絡会や介護事業者交流会、医療・福祉
交流会などへ積極的に参加し、情報を
共有し協力関係を築くようにしていま
す。
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グループホームあいしま相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

ご家族の面会時や家族会、運営推進会
議を通し、意見や要望等をお聞きし反
映出来るよう、カンファレンスや申し
送り時に話し合いを行っています。
又、ご家族様や利用者様が気軽に意見
や要望が言えるような環境作りにも心
掛けています。

家族の面会時や家族会、運営推進会議
などで意見や要望を聞き、運営に活か
しています。利用者・家族が気軽に意
見や要望を言える信頼関係を築く努力
をしています。トランプをしたいとい
う希望に応え、大きなトランプを用意
し実施しています。

虐待防止の勉強会を実施しています。
身体拘束同様、カンファレンスでの話
し合いを通し自己を振り返り日常のケ
アの見直しを図り、虐待についての意
識付けを行い防止に努めています。

成年後見制度や権利擁護の講習や勉強
会に参加し、ご家族様より相談があっ
たり単身の利用者様に不利益を被むる
事がないよう、支援出来る体制を整え
ています。

ご入居の問い合わせがあった時から契
約までの間にも、不安や疑問点を伺い
説明を行い、契約時には、入居契約に
関わる書類のすべてを読み上げ、再度
不安な事や疑問な点はないかをお聞き
し同意を得るようにしています。

身体拘束の勉強会の実施やカンファレ
ンスでの話し合いや振り返りを通し、
職員一人一人の理解が深まるよう努め
ています。又、玄関は出るとすぐに階
段になっており、安全面から施錠はし
ているが、エレベーターで自由に違う
階へも行けるようになっています。

契約時に、身体拘束その他利用者の行
動を制限する行為は行わないことを利
用者・家族に説明しています。職員は
身体拘束の内容と弊害を理解し、身体
拘束をしないケアを実践しています。
申し送りや、カンファレンスでも振り
返り、話し合っています。
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グループホームあいしま相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

入居前より、悩みや不安、要望を伺っ
ています。入居後はすぐにケアプラン
を作成し、全職員がニーズを把握でき
るよう努めています。又、入居後も今
までの生活歴を大切に傾聴や共感に心
掛けコミュニケーションを図り、信頼
関係が築けるよう努めています。

定期的に法人の勉強会や外部研修に参
加しています。外部研修では、研修に
参加した職員が講師となり、資料や学
んだ事を全職員が学べるようホームの
勉強会も行っています。又、個々の
持っている知識や技術の共有を図り知
識や技術の向上に努めています。

個々の能力や実績、努力を尊重し、職
員同士が協力し苦手な分野を補い合え
る関係作りに努めています。又、労い
の言葉かけや感謝を忘れず、良いとこ
ろは褒める事により、やりがいを持ち
前向きに仕事が出来るよう心掛けてい
ます。

相模原市のグループホーム連絡会や相
模原介護事業者交流会に参加し、情報
交換や交流を図れる機会をもち、サー
ビスの向上に努めています。

月に１度のカンファレンスや個人面談
等で意見や提案を聞く機会を設け、反
映できるよう努めています。又、管理
者と職員の間に壁を作らず、いつでも
気軽に意見や相談を言える環境作りに
努めています。

管理者やリーダーは日頃から職員の意
見や提案を受け入れ自由に話し合って
います。また、悩み事や相談も受け入
れています。毎月のカンファレンスや
年１回の個人面談の機会にも職員の意
見や提案を聞く機会を設け、運営に反
映するように努めています。
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グループホームあいしま相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

常識の範囲ないで特に面会時間を設け
ておらず、今までお付き合いされてい
た友人やご近所の方々、ご家族が気兼
ねなく来所出来る環境作りに努めてい
ます。又、外出や外泊も制限は設けず
希望時に楽しんでいただいています。

親族や馴染みの友人、知人の来訪時に
は湯茶を用意し、居室でゆっくり楽し
んでもらい、いつでも来て貰えるよう
話をしています。また、電話や手紙の
やり取りも利用者の能力に応じて支援
しています。馴染みの場所への要望に
は家族に連絡をし、実現を支援してい
ます。

入居前より、これまでの経緯や不安、
要望等をお聞きし解決できるよう努め
ています。又、入居後も話しやすい雰
囲気作りに心掛け、新たな不安や要望
がないかなどをお聞きしています。

人生において先輩である利用者様に敬
意を払い、ひとつ屋根の下で生活を共
に送っているという考えを職員が共有
しています。又、個々の得意な事を
行っていただき、苦手な部分が補える
よう協力する関係作りに努めていま
す。

ご本人やご家族の話をお聞きし、その
状況に応じ、小規模多機能や高齢者専
用住宅や場合によっては連絡会で交流
のある他の事業所に相談も含め、つな
げるなどしています。

家族会の開催や来所時に、ご本人の日
頃の様子や思いを伝え、悩みや喜びを
共有し、良い関係が築けるように努め
ています。又、その時々で起こり得る
様々な問題も職員とご家族様が共有し
協力する事で入居者様を支える関係作
りに努めています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

退所を検討する場合でも、ご家族やご
本人の考えや希望をお聞きし、新しい
住まい探しのお手伝いをしています。
又、これまでの生活環境や支援内容な
どの情報提供も行っています。

個々の１日の生活の状況や体調面、精
神面を記録に残し、変化がある際は
朝、夕の申し送りで引き継ぎを行い現
状の把握に努めています。又、ケアプ
ランやアセスメントシートも活用して
います。

日々の関わりや何気ない会話から希望
や意向の把握に努めています。又、ご
本人の希望や意向を把握出来ないよう
な場合でも、ご家族様や関わりのあっ
た方々から情報をお聞きしたり、職員
の気付きを話し合う機会を設け、意向
の把握に努めています。

日々の会話や行動から思いや意向を把
握すると共に、言葉の裏に隠されてい
ることを聞きだすことやその思いを考
えながら把握するようにしています。
意向や思いはケース記録に記し、共有
しています。また、ケアプランに落と
し込み、本人本位に支援しています。

入所前の生活環境や生活歴を、ご本人
やご家族様から伺ったり、単身で入居
前の暮らしの詳細がわからない利用者
様に関しては、入所後の日々の生活の
中での関わりや会話の中から、入所前
の暮らしの把握に努めています。

個々の生活習慣や性格の把握に努め、
必要時には利用者様同士の橋渡しを
行ったり、話を伺うなどしています。
又、聞こえずらい利用者様には筆談で
橋渡やアクティビティも行い利用者様
が孤立する事がないよう支援していま
す。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

契約時に協力医療機関の説明を行い自
由に選んでいただいています。又、か
かりつけ医を希望された場合でも、ご
家族に同行の協力を得ながら、必要時
には通院の介助も行っております。

協力医療機関の訪問医と薬局連携の往
診は月２回、訪問歯科医は週１回で
す。医療情報は事業所の看護師が個別
記録にファイルし、利用者、家族と職
員で情報の共有をしています。専門医
の受診は家族対応が基本ですが、でき
ない時には相談に応じています。

毎月カンファレンスを行い、利用者
個々のケアプランに基づいた支援につ
いて話し合っています。３ヶ月ごとに
評価、モニタリング、アセスメントを
行い、本人、家族、必要な関係者と話
合いケアプランを作成しています。

課題やケアのあり方について、ご本人
やご家族、医師、看護師の意見を聞
き、その意見を踏まえカンファレンス
で話し合いケアプランの作成に反映し
ています。

運営推進会議に出席して下さっている
民生委員や婦人会の方との情報の共有
を行っています。その情報をもとに、
地域での祭りや運動会に参加していま
す。

その時々の状況に応じ、受診や病院へ
のお見舞いなど、柔軟に対応していま
す。又、利用者様やご家族が望んでい
らっしゃる事で困った際は職員と話し
合ったり、上司に相談し、より良い支
援が出来るよう心掛けています。

業務日誌には課題や引き継ぎ事項を記
録し、個別のファイルには生活記録を
記載し、出勤したら必ず確認する事を
義務付けています。又、カンファレン
スで気づき等の話し合いを行い介護計
画に反映しています。

株式会社フィールズ



グループホームあいしま相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

年に２回、消防署の指導のもと夜間想
定などの防災訓練を実施しています。
又、併設している小規模多機能と合同
で、月に１度の避難訓練を実施し災害
時に対応出来るように努めています。
また災害等、緊急時の避難手順や対応
をマニュアル化しています。

年２回、防災訓練を実施しています。
また、毎月行う日中・夜間の避難訓練
は想定出火場所を変更し利用者の個人
ファイルも抱えて誘導するなど具体的
な行動指針に基づいて実施していま
す。非常用の食糧・水３日分と防災用
品を各ユニットで保管しています。

緊急時のマニュアルがありカンファレ
ンスや勉強会を通し知識、技術の向上
に努めています。又、緊急時のフロー
チャートをもとに、どこに連絡をすれ
ばよいか職員全員が周知しています。

外部研修や勉強会などを通じ
て看取り介護の実践を学び、
事業所としての「重度化した
場合の取り扱いについて」方
針作りを検討し、職員間で新
たに共通認識を持たれること
が期待されます。

重度化についての指針を書面で明示し
ています。又、重度化した場合には、
看取りに関して説明を行い、ご本人や
ご家族の意向を随時確認し同意書を作
成し、安心して最期が迎えられるよう
に医療とも連携を図り取り組んでいま
す。

入居契約時に「重度化した場合におけ
る対応の指針」に基づき利用者、家族
に説明しています。医療機関との連携
体制、職員間の対応についても共有し
ています。状態の変化に応じ看取りの
意思確認を行い、終末期のケアをチー
ムで取り組むことにしています。

入院時には入院担当主治医、病棟看護
師、ソーシャルワーカー、退院後の訪
問診療主治医、訪問担当看護師と情報
の共有を図り、早期退院や退院後の医
療方針等について、ご家族を交え話し
合いを行ったり密に連絡を行い安心し
て治療が行えるよう支援しています。

看護師は介護職と兼任をしており、支
えな変化や気付き等を気軽に、相談出
来る体制を整えています。又、看護師
が不在の場合も２４時間電話連絡等で
指示を仰げるようになっています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

個々の出来る事を把握し料理の下ごし
らえや盛り付け、配膳や下膳、食器洗
いなどを職員と一緒に行っています。
又、好みのメニューでない時は、味付
けを変えたりメニューの一部を変更し
食事を楽しむ事が出来るよう支援して
います

食材は外注ですが、利用者の好みが反
映するメニューをユニットごとに工夫
しています。調理、配膳・下膳にも参
加しています。愛用の箸や食器を使い
食事しています。梅干し作り、プラン
ターで育てた野菜を使った料理やちら
し寿司作りを一緒に楽しんでいます。

何を行うにしても、ご本人の自己決定
を尊重出来るよう、ご本人に意志の確
認を行っています。又、迷ってらっ
しゃる利用者様には複数の選択肢を用
意し、ご自分で決める事が出来るよう
支援しています。

朝のバイタルチェック時に体調の確認
を行い、やってみたい事があるか、ど
のように１日を過ごしたいか等お話し
を伺いながら、希望を取り入れる事が
出来るよう支援しています。

ご本人の希望時に訪問理美容を利用し
ています。又、使い慣れた希望の化粧
品等の購入も行っています。衣類にお
いても、ご本人が好む衣類をご家族が
購入し持ってきて下さるなど協力をし
ていただいています。

入職時のオリエンテーションで個人情
報の取り扱いや注意点、接遇に関して
の説明を行っています。又、その時々
の状況に合わせ、言葉掛けを工夫し、
利用者様が傷つく事がないよう配慮し
ています。

年長者として敬い、誇りやプライバ
シーに配慮した言葉かけ、さりげない
ケア、できることを見守るケアを実践
しています。ゆったりとした雰囲気で
気持ちの表出や自己決定がしやすい言
葉かけや生甲斐となる作業に参加でき
るよう配慮した支援に努めています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

バイタルチェックを通し健康状態を確
認し、ご本人に入浴の有無や時間を確
認しお誘いしています。又、入浴剤を
使用したりショウブ湯やゆず湯等、季
節で楽しめるよう工夫したり、湯の温
度も健康に支障がない範囲で好みの温
度に調整しています。

各ユニットに機械浴と家庭風呂が設置
され週３～４回入浴しています。時間
帯は個々の希望に対応しています。ま
た、１日置き午前中に足浴を行いリラ
クゼーション効果と散歩にでる意欲に
つなげる支援をしています。

排泄の記録をとり、個々の排泄パター
ンの把握に努めています。又、自尊心
を傷つける事がないよう言葉掛けに注
意を払い、排泄の自立に向けた支援を
行っています。

排泄チェック表でそれぞれの排泄パ
ターンを把握し、さりげないトイレ誘
導をしています。病院から入居した紙
おむつ使用者の尿意の反応を見い出
し、地道なリハビリに努め、離床、車
椅子でトイレ排泄、リハビリパンツで
失禁なしまで改善できた支援を行って
います。

蠕動運動を促せるよう日々の散歩や体
操を行っています。また毎朝、牛乳を
飲んでいただいたり、おやつにヨーグ
ルトや寒天を使用したゼりーなどの工
夫もしています。１日の水分量にも注
意を払い水分不足にならないよう支援
しています。

個々の好みを把握し、利用者様の希望
をお聞きしながら味付けや量、硬さや
食事時間をずらす等、工夫していま
す。水分もお好きな飲料をお聞きする
などして１日の量が確保出来るよう支
援しています。

毎食後、個々の能力に応じ出来ない部
分は介助をし口腔ケアを行っておりま
す。又、医療と連携し訪問歯科による
ケアの相談や指導、助言を参考に口腔
内の清潔保持に努めています。
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グループホームあいしま相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

公園やスーパーなど、天気の良い日は
外に出掛けられるよう支援していま
す。又、馴染みの場所やお店などに出
掛けたいと希望があった場合には、ご
家族の協力を得て外出できるよう支援
しています。

散歩がてら近隣の薬局やスーパーに行
き化粧品や小物を自身で選び、買い物
を楽しんでいます。馴染みの理髪店へ
は家族が付き添っています。夏は午
後、冬は午前中の散歩でストレス解
消、地域の納涼祭、どんど焼き、運動
会などに参加し交流を深めています。

基本的には現金は所持していません
が、買い物や祭り、散歩の時などご本
人の希望時にはいつでも使用出来る体
制を整えています。又、ご本人より購
入の依頼があった際は、ご家族様に了
承を得て購入の支援も行っています。

昼夜を問わず、個々の生活のリズムに
合わせ支援するとともに、昼夜逆転に
なる事のないよう、日中は適度に刺激
がある生活が送れるよう支援していま
す。就寝時間も決めておらず皆様が自
由に過ごされています。

医療、薬局と連携し効能や副作用、薬
の変更等を朝、夕の申し送り時に引き
継ぎを行うとともに、個人ファイルに
記入したり処方内容がわかるリストを
入れ、情報の共有に努めています。

行事は利用者様と相談しながら企画し
気分転換が図れるよう支援していま
す。又、花を育てたり、梅干を漬けた
りなど個々の利用者様の趣味が行える
よう環境の整備に努めています。
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グループホームあいしま相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

今までご自宅で使用されていた使い慣
れた馴染みの家具や物品を持参されて
います。又、ご家族の写真を飾った
り、花を飾られるなど、ご本人の希望
に添い居心地よく過ごしていただける
ように努めています。

ホームの備品はエアコン、クローゼッ
ト、緊急コールです。天気の良い日は
窓から新鮮な外気を取り入れていま
す。好みの柄の防炎カーテンをさげ、
愛用の整理ダンス、椅子、本棚、ベッ
ド、テレビ、仏壇などを置き居心地の
良い居室の工夫をしています。

ご利用者様が思い思いの場所で会話や
趣味、テレビや雑誌等を楽しめるよう
リビングにはソファーやダイニング
テーブルとイスを設置しています。ダ
イニングテーブルでは雑談やトランプ
など楽しまれています。

全面バリアフリー、廊下やトイレ、浴
室内には手すりを設置しており、一人
一人の能力に合わせ安全で安心して心
地よく入浴していただけるよう一般浴
と機械浴が設置しています。

心地よい生活が送れるように、季節の
花や飾りつけを行っています。又、フ
ロアーや廊下、トイレや浴室の清掃に
心掛け室温の調整も細目に行っており
ます。

居間にソファーを置き個別に過ごせる
居場所があります。みんなで作ったマ
ジック式布カレンダーを壁にかけ、手
作りの雛人形や作品を飾っています。
職員が見守る居間のテーブルを囲んで
笑顔で会話をしたり、トランプ遊びを
毎日楽しんでいます。

電話をかけたいと希望があった場合に
は、常識の範囲内の時間で希望時に、
ご家族や友人に連絡されています。利
用者様の能力に応じ、電話の発信や取
次ぎのお手伝いもいています。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　あいしま相模原

 ユニット名 すぎな

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホームあいしま相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

相模原市のグループホーム連絡会や相
模原市医療・福祉交流会へ積極的に参
加し、情報の共有や意見交換を行い、
協力関係が築けるよう努めています。

自治会での祭りや運動会などの行事へ
の参加させていただき、餅つきや踊り
を一緒に踊ったり関わりをもっていま
す。又、日々の散歩等を通し、挨拶を
欠かさず交わし、季節や花々の話をす
るなど、地域の皆様と日常的に交流が
持てるよう支援している。

２ヶ月に１度の運営推進会議では、介
護状況の報告を行うともに、地域の情
報を聞かせていただいたり、地域の
方々やご家族様、ご利用者様からの要
望を伺いサービスの向上に努めていま
す。

婦人会のホーム見学など、サービス利
用の是非に関わらず、随時地域の方々
の見学や相談を行っています。又、運
営推進会議を通し、自治会や地域の
方々に入居者様の事を知っていただけ
るよう努めています。

ホームの理念を共有し意識付けをして
いく為に、入職時でのオリエンテー
ションの際に説明を行ったり、日課で
あるラジオ体操の後に利用者様と一緒
に唱和しています。又、職員の目の触
れるように玄関、事務所内に掲示して
います。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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グループホームあいしま相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

ご家族の面会時や家族会、運営推進会
議を通し、意見や要望等をお聞きし反
映出来るよう、カンファレンスや申し
送り時に話し合いを行っています。
又、ご家族様や利用者様が気軽に意見
や要望が言えるような環境作りにも心
掛けています。

ご入居の問い合わせがあった時から契
約までの間にも、不安や疑問点を伺い
説明を行い、契約時には、入居契約に
関わる書類のすべてを読み上げ、再度
不安な事や疑問な点はないかをお聞き
し同意を得るようにしています。

身体拘束の勉強会の実施やカンファレ
ンスでの話し合いや振り返りを通し、
職員一人一人の理解が深まるよう努め
ています。又、玄関は出るとすぐに階
段になっており、安全面から施錠はし
ているが、エレベーターで自由に違う
階へも行けるようになっています。

成年後見制度や権利擁護の講習や勉強
会に参加し、ご家族様より相談があっ
たり単身の利用者様に不利益を被むる
事がないよう、支援出来る体制を整え
ています。

虐待防止の勉強会を実施しています。
身体拘束同様、カンファレンスでの話
し合いを通し自己を振り返り日常のケ
アの見直しを図り、虐待についての意
識付けを行い防止に努めています。
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グループホームあいしま相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

相模原市のグループホーム連絡会や相
模原介護事業者交流会に参加し、情報
交換や交流を図れる機会をもち、サー
ビスの向上に努めています。

入居前より、悩みや不安、要望を伺っ
ています。入居後はすぐにケアプラン
を作成し、全職員がニーズを把握でき
るよう努めています。又、入居後も今
までの生活歴を大切に傾聴や共感に心
掛けコミュニケーションを図り、信頼
関係が築けるよう努めています。

定期的に法人の勉強会や外部研修に参
加しています。外部研修では、研修に
参加した職員が講師となり、資料や学
んだ事を全職員が学べるようホームの
勉強会も行っています。又、個々の
持っている知識や技術の共有を図り知
識や技術の向上に努めています。

個々の能力や実績、努力を尊重し、職
員同士が協力し苦手な分野を補い合え
る関係作りに努めています。又、労い
の言葉かけや感謝を忘れず、良いとこ
ろは褒める事により、やりがいを持ち
前向きに仕事が出来るよう心掛けてい
ます。

月に１度のカンファレンスや個人面談
等で意見や提案を聞く機会を設け、反
映できるよう努めています。又、管理
者と職員の間に壁を作らず、いつでも
気軽に意見や相談を言える環境作りに
努めています。
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グループホームあいしま相模原

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

人生において先輩である利用者様に敬
意を払い、ひとつ屋根の下で生活を共
に送っているという考えを職員が共有
しています。又、個々の得意な事を
行っていただき、苦手な部分が補える
よう協力する関係作りに努めていま
す。

常識の範囲ないで特に面会時間を設け
ておらず、今までお付き合いされてい
た友人やご近所の方々、ご家族が気兼
ねなく来所出来る環境作りに努めてい
ます。又、外出や外泊も制限は設けず
希望時に楽しんでいただいています。

家族会の開催や来所時に、ご本人の日
頃の様子や思いを伝え、悩みや喜びを
共有し、良い関係が築けるように努め
ています。又、その時々で起こり得る
様々な問題も職員とご家族様が共有し
協力する事で入居者様を支える関係作
りに努めています。

ご本人やご家族の話をお聞きし、その
状況に応じ、小規模多機能や高齢者専
用住宅や場合によっては連絡会で交流
のある他の事業所に相談も含め、つな
げるなどしています。

入居前より、これまでの経緯や不安、
要望等をお聞きし解決できるよう努め
ています。又、入居後も話しやすい雰
囲気作りに心掛け、新たな不安や要望
がないかなどをお聞きしています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

個々の１日の生活の状況や体調面、精
神面を記録に残し、変化がある際は
朝、夕の申し送りで引き継ぎを行い現
状の把握に努めています。又、ケアプ
ランやアセスメントシートも活用して
います。

退所を検討する場合でも、ご家族やご
本人の考えや希望をお聞きし、新しい
住まい探しのお手伝いをしています。
又、これまでの生活環境や支援内容な
どの情報提供も行っています。

入所前の生活環境や生活歴を、ご本人
やご家族様から伺ったり、単身で入居
前の暮らしの詳細がわからない利用者
様に関しては、入所後の日々の生活の
中での関わりや会話の中から、入所前
の暮らしの把握に努めています。

日々の関わりや何気ない会話から希望
や意向の把握に努めています。又、ご
本人の希望や意向を把握出来ないよう
な場合でも、ご家族様や関わりのあっ
た方々から情報をお聞きしたり、職員
の気付きを話し合う機会を設け、意向
の把握に努めています。

個々の生活習慣や性格の把握に努め、
必要時には利用者様同士の橋渡しを
行ったり、話を伺うなどしています。
又、聞こえずらい利用者様には筆談で
橋渡やアクティビティも行い利用者様
が孤立する事がないよう支援していま
す。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

契約時に協力医療機関の説明を行い自
由に選んでいただいています。又、か
かりつけ医を希望された場合でも、ご
家族に同行の協力を得ながら、必要時
には通院の介助も行っております。

運営推進会議に出席して下さっている
民生委員や婦人会の方との情報の共有
を行っています。その情報をもとに、
地域での祭りや運動会に参加していま
す。

課題やケアのあり方について、ご本人
やご家族、医師、看護師の意見を聞
き、その意見を踏まえカンファレンス
で話し合いケアプランの作成に反映し
ています。

その時々の状況に応じ、受診や病院へ
のお見舞いなど、柔軟に対応していま
す。又、利用者様やご家族が望んでい
らっしゃる事で困った際は職員と話し
合ったり、上司に相談し、より良い支
援が出来るよう心掛けています。

業務日誌には課題や引き継ぎ事項を記
録し、個別のファイルには生活記録を
記載し、出勤したら必ず確認する事を
義務付けています。又、カンファレン
スで気づき等の話し合いを行い介護計
画に反映しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

緊急時のマニュアルがありカンファレ
ンスや勉強会を通し知識、技術の向上
に努めています。又、緊急時のフロー
チャートをもとに、どこに連絡をすれ
ばよいか職員全員が周知しています。

年に２回、消防署の指導のもと夜間想
定などの防災訓練を実施しています。
又、併設している小規模多機能と合同
で、月に１度の避難訓練を実施し災害
時に対応出来るように努めています。
また災害等、緊急時の避難手順や対応
をマニュアル化しています。

重度化についての指針を書面で明示し
ています。又、重度化した場合には、
看取りに関して説明を行い、ご本人や
ご家族の意向を随時確認し同意書を作
成し、安心して最期が迎えられるよう
に医療とも連携を図り取り組んでいま
す。

入院時には入院担当主治医、病棟看護
師、ソーシャルワーカー、退院後の訪
問診療主治医、訪問担当看護師と情報
の共有を図り、早期退院や退院後の医
療方針等について、ご家族を交え話し
合いを行ったり密に連絡を行い安心し
て治療が行えるよう支援しています。

看護師は介護職と兼任をしており、支
えな変化や気付き等を気軽に、相談出
来る体制を整えています。又、看護師
が不在の場合も２４時間電話連絡等で
指示を仰げるようになっています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

朝のバイタルチェック時に体調の確認
を行い、やってみたい事があるか、ど
のように１日を過ごしたいか等お話し
を伺いながら、希望を取り入れる事が
出来るよう支援しています。

個々の好みを把握し、苦手なものの時
には味付けや形態・メニューの一部を
変更しています。また、調理の下準備
や盛り付けなどを一緒に行うことで楽
しみをもっていただけるように努めて
います。

入浴や外出の時には、ご本人の一緒に
衣類を選び、お好きな洋服を着ていた
だけるよう支援しています。また、ご
家族の協力を得ながら、今まで行かれ
ていた美容室へ行けるように、現在予
定を調整しています。

何を行うにしても、ご本人の自己決定
を尊重出来るよう、ご本人に意志の確
認を行っています。又、迷ってらっ
しゃる利用者様には複数の選択肢を用
意し、ご自分で決める事が出来るよう
支援しています。

入職時のオリエンテーションで個人情
報の取り扱いや注意点、接遇に関して
の説明を行っています。又、その時々
の状況に合わせ、言葉掛けを工夫し、
利用者様が傷つく事がないよう配慮し
ています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

当日の予定があればお伝えし、ご自分
で考え、入浴の有無や時間を決めてい
ただき、希望に添えるように支援して
います。また、入浴剤など使用し楽し
んでいただけるよう心がけています。

毎食後、声掛けし口腔ケアをしていた
だいています。見守りを行いながら、
磨き残しがあるときには声掛けや介助
し、口腔内の清潔の保持に努めていま
す。また、訪問歯科による口腔チェッ
クや相談・指導を受けています。

便秘予防の為に、ラジオ体操や散歩な
どで腸の蠕動運動を促すように努めて
います。また、毎日乳製品を摂取でき
るよう心がけたり、水分量のチェック
し不足しないよう注意しています。入
浴時にお腹のマッサージの声掛けもし
ています。

排泄の記録をとり、個々の排泄パター
ンの把握に努めています。又、自尊心
を傷つける事がないよう言葉掛けに注
意を払い、排泄の自立に向けた支援を
行っています。

個々の食事量・水分量を毎日記録に残
し、把握できるようにしています。ま
た、水分も玄米やほうじ茶・ジュース
などご用意し、お好きなものを選んで
いただき、水分が不足しないよう心が
けています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

基本的には現金は所持していません
が、買い物や祭り、散歩の時などご本
人の希望時にはいつでも使用出来る体
制を整えています。又、ご本人より購
入の依頼があった際は、ご家族様に了
承を得て購入の支援も行っています。

公園やスーパーなど、天気の良い日は
外に出掛けられるよう支援していま
す。又、馴染みの場所やお店などに出
掛けたいと希望があった場合には、ご
家族の協力を得て外出できるよう支援
しています。

昼夜を問わず、個々の生活のリズムに
合わせ支援するとともに、昼夜逆転に
なる事のないよう、日中は適度に刺激
がある生活が送れるよう支援していま
す。就寝時間も決めておらず皆様が自
由に過ごされています。

行事は利用者様と相談しながら企画し
気分転換が図れるよう支援していま
す。又、花を育てたり、梅干を漬けた
りなど個々の利用者様の趣味が行える
よう環境の整備に努めています。

医療、薬局と連携し効能や副作用、薬
の変更等を朝、夕の申し送り時に引き
継ぎを行うとともに、個人ファイルに
記入したり処方内容がわかるリストを
入れ、情報の共有に努めています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

今までご自宅で使用されていた使い慣
れた馴染みの家具や物品を持参されて
います。又、ご家族の写真を飾った
り、花を飾られるなど、ご本人の希望
に添い居心地よく過ごしていただける
ように努めています。

全面バリアフリー、廊下やトイレ、浴
室内には手すりを設置しており、一人
一人の能力に合わせ安全で安心して心
地よく入浴していただけるよう一般浴
と機械浴が設置しています。

ご利用者様が思い思いの場所で会話や
趣味、テレビや雑誌等を楽しめるよう
リビングにはソファーやダイニング
テーブルとイスを設置しています。ダ
イニングテーブルでは雑談やトランプ
など楽しまれています。

心地よい生活が送れるように、季節の
花や飾りつけを行っています。又、フ
ロアーや廊下、トイレや浴室の清掃に
心掛け室温の調整も細目に行っており
ます。

電話をかけたいと希望があった場合に
は、常識の範囲内の時間で希望時に、
ご家族や友人に連絡されています。利
用者様の能力に応じ、電話の発信や取
次ぎのお手伝いもいています。
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優先
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番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 12

開所して1年6ヶ月と新しいホームの為に、
看取りについての知識、経験が不十分であ
る。

看取りについての知識、技術を向上する。 勉強会や研修を通し、看取り介護の実践を
学び、職員の知識、技術の向上を図る。

12ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月
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